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1 はじめに
計算機による同時通訳の実現のために，通訳者が用い
る技術を応用することは有効な方法の一つである．この
ような観点から，同時通訳音声の収集が行われており，
百万語規模のデータベースの構築が進められている．こ
れまで，通訳技術の分析に使用することを目的に，発話
単位を最小単位とした対訳対応付けが行われたが [2]，詳
細な観察をするには十分とは言えない．より細かい単位
で対応付けを行うためには，細粒度で時間情報を付与す
る必要がある．
本稿では，書き起こし文への形態素単位の時間情報の
付与について述べる．書き起こし文の形態素と音声信号
の区間の対応を推定することにより，各形態素に開始・
終了時刻を付与する．名古屋大学同時通訳データベース
[1]を用いて，本手法による同時通訳データへの利用可
能性を検討した．

2 名古屋大学同時通訳データベース
名古屋大学 CIAIRでは，独話および対話の同時通訳
音声データを収集してきた．収集した音声は，200ms以
上のポーズで発話単位に分割し，人手で書き起こされて
いる．各発話単位には，ID，発話開始時間，発話終了時
間，話者 IDを付与している．図 1に，日本語独話とそ
の英日通訳の書き起こしデータの例を示す．

3 形態素を単位とした時間情報付与
元となった音声信号を用いて書き起こし文に形態素単
位の時間情報を付与する．

1. 書き起こし文に形態素解析を行い，形態素の境界と
各形態素の読みを求める．

2. 音声認識システムを用いて，形態素と音声信号の区
間の対応を求める．

3. 音声信号の開始・終了時刻を，対応する形態素の時
間情報とする．

4 実験と評価
本手法の有効性を評価するために，名古屋大学同時通
訳データベース [1]を用いて実験を行った．日本語講演
に含まれる 10個の発話単位の書き起こし文に，本手法
を用いて時間情報を付与した．形態素解析には茶筌 [3]，
音声認識には Julian[4]を用いた．
各形態素について，本手法が付与した時刻と人手で付

与した時刻の誤差が θms以下の場合を正解とし，正解
率を計算した．θとして，20，40，60，80，100を設定
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図 1 同時通訳コーパスの書き起こし文
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図 2 閾値 θと正解率の関係

した．図 2に，誤差の閾値と正解率の関係を示す．ほと
んどの形態素が 100ms以内の誤差で時間情報を付与で
きる．人手で時間情報を付与するときの誤差を 100msec
以下にすることは困難であると考えられ，本手法の有効
性を確認した．

5 おわりに
本稿では，音声信号を用いて書き起こし文に形態素単
位で時間情報を付与について述べた．今後は，同時通訳
コーパスのフレーズ対応付与に，これらの時間情報を利
用する予定である．
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